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基準２ 教育組織（実施体制） 
（１）観点ごとの分析 
観点２－１－①： 学科の構成が，教育の目的を達成する上で適切なものとなっているか。 
（観点に係る状況）  
現在，本校の学科は，「高知工業高等専門学校学則」（以下「学則」という。）第３章第８条に定め

られている通り，機械工学科，電気工学科，物質工学科，および建設システム工学科の４学科より

構成されている（資料２－１－①－１，２）。なお，このうち物質工学科は平成７年４月に工業化学

科より，また建設システム工学科は平成８年４月に土木工学科より，それぞれ改組されたものであ

る。 
 
（資料２－１－①－１） 
「高知工業高等専門学校学則 第３章第８条」 
     第８条 学科，学級数及び入学定員は，次のとおりとする。 

学  科 学級数 入学定員 

機 械 工 学 科 
電 気 工 学 科 
物 質 工 学 科 
建設システム工学科 

１ 
１ 
１ 
１ 

４０ 人 
４０ 人 
４０ 人 
４０ 人 
（出典 「高知工業高等専門学校学則」） 

 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校の学科構成は，「深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力

を育成すること」（「学則」第１章第１条）という本校の目的を達成する上で適切なものであるとい

ってよい。なぜなら，本校本科には人文科学系ならびに数理科学系が置かれて，広く学芸の教授が

行われており，その基礎の上に上記４学科において，専門的学芸の教授と職業能力の育成が図られ

ているからである。また，新素材やバイオテクノロジー，あるいは環境問題，エネルギー資源問題，

食糧問題等，より広い分野に対応するために，従来の工業化学科が物質工学科に改組されたこと，

広い視野に立って社会システムにおける土木工学の役割が理解できるように，従来の土木工学科が

建設システム工学科に改組されたことは，現代社会の要請に即応するかたちで職業能力の育成を図

ろうとするものである。 
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（資料２－１－①－２） 
「高知工業高等専門学校組織図」 

（出典 「高知工業高等専門学校平成１６年度概要」）
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観点２－１－②： 専攻科を設置している場合には，専攻科の構成が，教育の目的を達成する上で

適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には専攻科が設置されており，現在のところ本校専攻科は，「学則」第１

１章第４８条に定められている通り，機械・電気工学専攻，物質工学専攻，および建設工学専攻の

３専攻より構成されている（資料２－１－②－１，２）。 
 
（資料２－１－②－１） 
「高知工業高等専門学校学則 第１１章第４８条」 
第４８条 専攻及び入学定員は，次のとおりとする。 

専    攻 入学定員 
機械・電気工学専攻 ８人 
物 質 工 学 専 攻 ４人 
建 設 工 学 専 攻 ４人 

（出典 「高知工業高等専門学校学則」） 
 

 
（分析結果とその根拠理由） 本校専攻科の構成は，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条），

ならびに「高等専門学校における教育の基礎の上に，更に精深な程度において，特別の事項を教授

し，その研究を指導すること」（「学則」第１１章第４７条）という本校専攻科の目的を達成する上

で適切なものであるといってよい。なぜなら，精深な程度における教育および研究指導を実現すべ

く，少人数教育が実践されうるかたちになっているからである。 
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（資料２－１－②－２） 
「高知工業高等専門学校組織図」 

（出典 「高知工業高等専門学校平成１６年度概要」）
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観点２－１－③： 全学的なセンター等を設置している場合には，それらが教育の目的を達成する

上で適切なものとなっているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には全学的な組織として，（１）産学技術交流推進室，（２）情報化推進

室，（３）教育改善推進室が設置されている。 
（１）産学技術交流推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校産学技術交流推進室規則」に定められている通り，独立行政法

人国立高等専門学校機構以外の者との共同研究ならびに本校各学科等間との共同研究を推進すること

により，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・技術教育の振興，研究成

果の公表等を積極的に推進することを目的として設置されており，室長，副室長および庶務課長によ

って構成されている（資料２－１－③－１）。当推進室には，専門の事項について検討するために，

上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人からなる「産学技術交流推進委員会」が置かれており，

当委員会は，「高知工業高等専門学校産学技術交流推進委員会規則」に示されている通り，機構以外の

者との共同研究に関すること，機構以外の技術者に対する技術教育に関すること，機構以外の者に対

する学術情報の提供に関すること，校内及び他大学等との共同研究及び連携に関すること，地域社会

に対する学術情報の提供に関すること，および学術研究誌発行に関すること等を審議している（資料

２－１－③－２）。 

 

（資料２－１－③－１） 
「産学技術交流推進室の概要」 
 （目的） 
第２条 推進室は，独立行政法人国立高等専門学校機構以外の者との共同研究並びに本校各学科等間と

の共同研究を推進することにより，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・

技術教育の振興，研究成果の公表等を積極的に推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次の室員で組織する。 
 (１) 室長 
 (２) 副室長 
 (３) 庶務課長 

（出典 「高知工業高等専門学校産学技術交流推進室規則」） 
 
 
（資料２－１－③－２） 
「産学技術交流推進委員会の組織と業務」 

 （目的） 
第２条 委員会は，独立行政法人国立高等専門学校機構(以下｢機構｣という。｣)以外の者との共同研究並

びに本校各学科等間との共同研究，技術相談，技術教育等並びに本校教員の研究成果公表等に関し，

必要な事項を定めることを目的とする。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 
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 (１) 機構以外の者との共同研究に関すること。 
 (２) 機構以外の技術者に対する技術教育に関すること。 
 (３) 機構以外の者に対する学術情報の提供に関すること。 
 (４) 校内及び他大学等との共同研究及び連携に関すること。 
 (５) 地域社会に対する学術情報の提供に関すること。 
 (６) 学術研究誌発行に関すること。 
 (７) その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 産学技術交流推進室長 
 (２) 産学技術交流推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１人 
 (４) 庶務課長 
２ 前項第３号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，産学技術交流推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校産学技術交流推進委員会規則」） 
 
 
（２）情報化推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校情報化推進室規則」に定められている通り，情報処理センター

室等の管理運営を行うとともに，本校の教育，研究および事務に関する情報化の推進ならびに情報通

信の促進等を積極的に推進することを目的として設置されており，室長，副室長および庶務課長によ

って構成されている（資料２－１－③－３）。当推進室には，専門の事項について検討するために，

上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人，情報化推進室長が必要と認める者若干人からなる「情

報化推進委員会」が置かれており，当委員会は，「高知工業高等専門学校情報化推進委員会規則」に

示されている通り，校内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関すること，パソコン等機器の保守管理に関

すること，情報処理システムの導入及び開発に関すること，情報機器等の選定に関すること，情報処

理センター室，およびパソコン室の管理運営に関すること等について審議し，当該の実務にあたって

いる（資料２－１－③－４）。 

 
（資料２－１－③－３） 
「情報化推進室の概要」 

 （目的） 
第２条 推進室は，情報処理センター室等の管理運営を行うとともに本校の教育，研究及び事務に関す

る情報化の推進並びに情報通信の促進等を積極的に推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次の室員で組織する。 
 (１) 室長 
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 (２) 副室長 
 (３) 庶務課長 

（出典 「高知工業高等専門学校情報化推進室規則」） 
 

 

 

（資料２－１－③－４） 
「情報化推進委員会の組織と業務」 

 （目的） 
第２条 委員会は，本校共有のＬＡＮ，パソコン等の保守，管理，運営及び情報処理システムの導入，

開発並びに情報処理センター室，パソコン室の利用に関し，必要な事項を定めることを目的とする。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議並びに実務にあたるものとする。 
 (１) 校内ＬＡＮの総括的運用及び管理に関すること。 
 (２) パソコン等機器の保守管理に関すること。 
 (３) 情報処理システムの導入及び開発に関すること。 
 (４) 情報機器等の選定に関すること。 
 (５) 情報処理センター室，パソコン室の管理運営に関すること。 
 (６) その他前条の目的を達成するために必要な業務に関すること。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 情報化推進室長 
 (２) 情報化推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１人 
 (４) 情報化推進室長が必要と認める者 若干人 
 (５) 庶務課長 
２ 前項第３号及び第４号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，情報化推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校情報化推進委員会規則」） 
 
 
 
 
（３）教育改善推進室 
 当推進室は，「高知工業高等専門学校教育改善推進室規則」に定められている通り，本校の教育理念

および教育目標を達成するために必要な教育方法および教育技術の改善・向上を推進することを目的

として設置されており，室長，副室長および学生課長によって構成されている（資料２－１－③－５）。

当推進室には，専門の事項を検討するために，上記の構成員のほか各学科等代表教員各１人からなる
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「教育改善推進委員会」が置かれており，当委員会は，「高知工業高等専門学校教育改善推進委員会

規則」に示されている通り，教育方法の改善に関すること，教育技術の向上に関すること，および教

育貢献評価に関すること等を審議している（資料２－１－③－６）。 
 
（資料２－１－③－５） 
「教育改善推進室の概要」 
 （目的） 
第２条 推進室は，本校の教育理念及び教育目標を達成するために必要な教育方法及び教育技術の改

善・向上を推進することを目的とする。 
 （組織） 
第３条 推進室は，次に掲げる室員をもって組織する。 
 (１) 室長 
 (２) 副室長 
 (３) 学生課長 

（出典 「高知工業高等専門学校教育改善推進室規則」）  
 
（資料２－１－③－６） 
「教育改善推進委員会の組織と業務」 
 （審議事項） 
第２条 委員会は，次に掲げる事項を審議する。 
 (１) 教育方法の改善に関すること。 
 (２) 教育技術の向上に関すること。 
 (３) 教育貢献評価に関すること。 
 (４) その他教育改善の推進に関すること。 
 （組織） 
第３条 委員会は，次に掲げる委員をもって組織する。 
 (１) 教育改善推進室長 
 (２) 教育改善推進室副室長 
 (３) 各学科等代表教員 各１名 
 (４) 学生課長 
２ 前項第３号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第４条 委員会に委員長を置き，教育改善推進室長をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校教育改善推進委員会規則」） 
 
 
（分析結果とその根拠理由）  
（１）産学技術交流推進室 
 当組織は，いわゆる産業界と本校との共同研究等を推進することによって，本校の教育・研究の進
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展を図り，地域社会における科学・技術教育の振興，研究成果の公表等を積極的に進めており，その

点で，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）に資するものであるといってよい。 
（２）情報化推進室 
 当組織は，情報処理センター室等の管理運営を行い，本校の教育や研究に関する情報化の推進，情

報通信の促進等を積極的に進めており，その点で，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）に資

するものであるといってよい。 
（３）教育改善推進室 
 当組織は，本校の教育理念および教育目標を達成するために必要な教育方法および教育技術の改

善・向上を推進すべく，例えば教員研修会等を実施するなどして本校の教育改善に努めており，その

点でまさに，上述の本校の目的（「学則」第１章第１条）を達成する上で適切なものとなっている。 
 
観点２－２－①： 教育課程全体を企画調整するための検討・運営体制及び教育課程を有効に展開

するための検討・運営体制が整備され，教育活動等に係る重要事項を審議するな

どの必要な活動を行っているか。 

 
（観点に係る状況） 本校には，教育課程全体を企画調整し，教育課程を有効に展開するための組

織として，教務委員会が置かれている。当委員会は，「高知工業高等専門学校教務委員会規則」（以

下「規則」という。）第３条に定められている通り，教育課程の編成及び実施に関すること，学業の

履修及び成績に関すること，指導要録に関すること，入学・転科・休学・退学・転学・留学及び卒

業に関すること，校外実習及び見学旅行に関すること，学校行事を総括調整すること等，教育を円

滑に遂行するために必要な事項を審議している（資料２－２－①－１）。当委員会において審議され

た重要事項としては，例えば，「副担任制導入による教育効果」，「選択科目の必修科目への変更」，

「授業評価アンケート」，「成績評価法」，「９０分授業の実施」等が挙げられる（資料２－２－①－

２）。また，教育課程全体を長期的な視点から企画するために，教務委員会のもとに適宜カリキュラ

ム検討委員会が置かれて，当該事項に関して検討が行われることになっている。 
 
 
（資料２－２－①－１） 
「教務委員会の概要」 
 （目的） 
第２条 委員会は，本校における教育を円滑に遂行するために必要な事項を審議し，各学科等間の連絡

調整を図るとともに問題の処理にあたる。 
 （審議事項） 
第３条 委員会は，次の各号に掲げる事項について審議するものとする。 
 (１) 教育課程の編成及び実施に関すること。 
 (２) 学業の履修及び成績に関すること。 
 (３) 指導要録に関すること。 
 (４) 入学，転科，休学，退学，転学，留学及び卒業に関すること。 
 (５) 校外実習及び見学旅行に関すること。 
 (６) 学校行事を総括調整すること。 
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 (７) その他教務に関し，委員長が必要と認める事項。 
 （組織） 
第４条 委員会は，次の委員で組織する。 
 (１) 教務主事 
 (２) 教務主事補佐 
 (３) 専攻科長 
 (４) 各学科等代表教員 各１人 
 (５) 学生課長 
２ 前項第４号の委員は，校長が命ずる。 
 （委員長） 
第５条 委員会に委員長を置き，教務主事をもって充てる。 
２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

（出典 「高知工業高等専門学校教務委員会規則」） 
 
 
（資料２－２－①－２） 
「教務委員会議事録（例）」 
                    平成17年1月26日 
    平成１６年度 第１７回教務委員会議題書 
【報告事項】 
１.来年度シラバスについて（別紙） 
  授業の計画・方法と成績評価の方法・基準における変更に留意し， 
  ２月１８日（金）までに提出 
２.実用英検，工業英検，その他単位認定手続き 
  → 各学科または英語科担当の単位認定申請者について， 
    必要事項を記載の上，文書またはメールで主事室に連絡願う。 
３.校外授業（企業見学）について 
  ・電気工学科２年生 ３９名 
   ２月２日（水）９：４０～１２：３０ セイレイ工業（株）土佐山田工場 
  ・電気工学科３年生 ４４名 
   ２月２４日（木）９：４０～１２：３０ ニッポン高度紙工業（株）春野工場 
  ・電気工学科４年生 ３５名 
   ２月２５日（金）１３：２０～１６：１０ 四国電力新改発電所 
  ・物質工学科３年生 ４１名 
   ２月２３日（水）１３：２０～１６：１０ 高知市高須浄化センター 
４．特別研究発表会・インターンシップ体験報告会 
  ２月５日（土）公開発表会として 
５.再試験 
   再試験受験願いの提出締切１月３１日（専攻科） 
６.授業評価について（専攻科） 
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   １／２６（水）～１／２８（金）に行うこと 
７.［技術者倫理］特別講義 ２月１８日（金）１－２時限（専攻科） 
   谷先生，菅先生の退職に伴う特別講座の参加よびかけ 
８.その他 
  ・１７年度中国四国地区高等専門学校専攻科生交流会実施  
   開催場所：松江高専 平成１７年４月２２日（金）～２３日（土） 
   参加申し込み２月７日～２月１８日〈各科より引率教員を１名ずつ選抜 
   お願いしたい〉 
  ・証明書交付願受付窓口の一元化について 
   学生課教務係りにおいてのみ受付，本校教員による代理申請を廃止する。 
【審議事項】 
１.退学願い   
            
            
   以上２名承認 
２.来年度新１年生の春休みの課題について 
   合格者登校日に数学・英語課題学習購入させ，春休み中の学習向上を図る→承認 
３.来年度行事予定 〈継続〉  
  ・前期科目再試験日 １月６日（金）→承認 
  ・専攻科特別研究中間発表会 ３月１０日（金）→３月１３日（月）への変更案→承認 
４.電気工学科のカリキュラムについて（別紙） 
  機械工学科のカリキュラムについて 
   卒業研究を６単位から８単位に増やしたい。 
   電気工学科は学年間の単位が変わるため再度改訂版を提出する。 
   機械工学科は承認 
５.教務内規変更について（別紙） 
   学年末成績を１００点法に変更したことに伴い内規を変更→承認 
６.９０分授業の実施について（別紙） 
   →承認 
７.試験日の変更 
  ［技術者倫理］受講生が１・２年生のため２月２５日（金）１－２時限 
         ２年生の修了試験期間中に１年生も試験 →承認 

以上 

（出典 「平成１６年度教務委員会議事録」） 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校教務委員会は，教育課程全体を企画調整し，教育課程を有効に

展開するための検討・運営体制として，教育活動に関する重要事項を審議するなど必要な活動を行

っている。本校教務委員会は，「規則」に示されているように，当観点において要求されている検討・

運営体制に相当しており，また，当委員会の議事録で確認されうるように，教育活動等に関する重

要事項を審議しているからである。 
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観点２－２－②： 一般科目及び専門科目を担当する教員間の連携が，機能的に行われているか。 

（観点に係る状況） 
一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携は，とりわけ「数学」と「応用数学」との間，お

よび「物理」と「応用物理」との間で行われている（資料２－２－②－１，２，３）。当該教員間で

は随時会合がもたれ，授業内容等に関して審議が行われている（資料２－２－②－４，５）。 
 他の科目についても，同様に，教員間の連携が行われている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（資料２－２－②－１）  「『数学』・『応用数学』担当教員間の連携（シラバス）」 

 

（出典 「平成１７年度シラバス」）
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（資料２－２－②－２）  「『物理』・『応用物理』担当教員間の連携（シラバス）」 

 

（出典 「平成１７年度シラバス」）
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（資料２－２－②－３）  「一般科目・専門科目担当教員間の連携（授業時間表）」 

（出典 「平成１７年度前期教官別時間割」）
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（資料２－２－②－４）  「『数学』・『応用数学』担当教員会議の議事録（例）」 

 
（出典 「数理科学系教室会議議事録」）
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（資料２－２－②－５） 
「『物理』・『応用物理』担当教員会議の議事録（例）」 
 
平成１６年度 第６回物理・応用物理担当教員会議 議事録 
平成１7年２月１８日（金）17：00～ 高野研究室 
出席：端，高野，長門 
１．四国共通試験の成績について 
 端教員より本校受験学生の成績の分析結果が報告された。 
２．四国共通試験結果の一般公開用資料について 
 長門教員より高松高専担当者から送られてきた資料の説明があり，一般公開および工学教育協会

での発表について了承した。 
３．２年生の物理２の課題について 
 端教員より，２年生に対して物理２の春休みの課題を課し，３年生の最初の物理３の授業で確認

のテストを行うことが提案され，了承された。 
４．応用物理Aの出席状況について 
 欠席の多い学生についての確認を行った。 

以上 

（出典 「平成１６年度物理・応用物理担当教員会議議事録」） 
 
（分析結果とその根拠理由） 一般科目担当教員と専門科目担当教員との連携は，本校において基

幹となる数学分野および物理学分野において，概ね機能的に行われているといってよい。当該の連

携は，シラバスや授業時間表で確認されうるし，その活動は議事録に示されている通りである。 
 
観点２－２－③： 教育活動を円滑に実施するための支援体制が機能しているか。 

（観点に係る状況） 
 本校における教育活動の支援体制として，学科主任および専攻科主任，学級担任，学年主任は，

「高知工業高等専門学校内部組織規則」に定められている通りに整備されている（資料２－２－③

－１）。学科主任および専攻科主任は，それぞれ当該学科ないし当該専攻の運営にあたって所属各教

員の教育活動を支援しており，また各学年に置かれた学年主任は，当該学年の教育活動の支援にあ

たっている。なお，本校では，学級担任を支援する体制として副担任制をとっており，とくに本科

第５学年の副担任は学生に対する進路指導を支援することになっている（資料２－２－③－２，３）。

また，各学科においては定期的に教室会議が開かれており，これは所属各教員の教育活動を学科全

体として支援する体制である（資料２－２－③－４）。さらに，学生生活に関する事項を審議する学

生生活委員会は，年度当初に「学生生活関係留意事項」および「課外活動指導のしおり」というパ

ンフレットを全教員に配付するなどして，教員の教育活動支援にも尽力している（資料２－２－③

－５，６）。とくに教育活動を支援する事務組織として本校には，「高知工業高等専門学校事務組織

規則」に定められている通り，学生課が設置されている（資料２－２－③－７）。当学生課には，専

門員（学務担当），教務係，学生係，寮務係及び実習係が置かれており，それぞれの役割分担は，「高

知工業高等専門学校事務分掌細則」に定められている通りである（資料２－２－③－８）。なお，本
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校では，専攻科生もまた本科５年生の卒業研究に対する指導にあたることになっており，こうした

かたちで教員の教育活動の支援も行われている。 
 

 
（資料２－２－③－１） 
「学級担任制等」 
  （主 任） 
第４条 本校の学科等に主任を置く。 
２ 主任は，当該学科等に所属する教員の中から校長が命ずる。 
３ 主任は，当該学科等の運営にあたる。 
４ 主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，主任に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前

任者の残任期間とする。 
第４条の２ 本校の専攻科に主任を置く。 
２ 主任は，当該学科等に所属する教員の中から校長が命ずる。 
３ 主任は，当該専攻科の運営にあたる。 
４ 主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，主任に欠員が生じた場合の後任者の任期は，前

任者の残任期間とする。 
     （中略）  
 （学級担任） 
第７条 本校の各学級に，学級担任を置く。 
２ 学級担任は，本校教官の中から校長が命ずる。 
３ 学級担任は，当該学級の運営にあたる。 
４ 学級担任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，学級担任に欠員が生じた場合の後任者の任

期は，前任者の残任期間とする。 
 （学年主任） 
第８条 本校の各学年に，学年主任を置く。 
２ 学年主任は，当該学年の学級担任の中から校長が命ずる。 
３ 学年主任は，当該学年の行事等の教育活動及び学生指導等の連絡調整にあたる。 
４ 学年主任の任期は，１年とし再任を妨げない。ただし，学年主任に欠員が生じ 
 た場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 
 

（出典 「高知工業高等専門学校内部組織規則」） 
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（資料２－２－③－２）  「副担任制」 

（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－３）  「副担任制」 

（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－４）  「一般科教室会議議事録（例）」 

 
（出典 「一般科教室会議議事録」）
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（資料２－２－③－５）  「学生生活関係留意事項」 

 
（出典 「平成１７年度第１回教員会配付資料」）
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（資料２－２－③－６）  「課外活動指導のしおり」 

（出典 「平成１７年度課外活動指導のしおり」）
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（資料２－２－③－７） 
「学生課の概要」 
第８条 学生課においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 入学者の選抜に関すること。 
 (２) 学生の修学指導に関すること。 
 (３) 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 (４) 学生の学業成績の整理及び記録に関すること。 
 (５) 学生の学籍に関すること。 
 (６) 学生の実習に関すること。 
 (７) 学生課関係の公印の管守に関すること。 
 (８) 留学生に関すること。 
 (９) 学生の課外教育に関すること。 
 (10) 学生及び学生団体の指導監督に関すること。 
 (11) 学生に対する奨学金，入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予，経済援助に関すること。 
 (12) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。 
 (13) 学生の保健管理及び保健施設の管理運営に関すること。 
 (14) 学生に対する進路指導及び就職斡旋に関すること。 
 (15) 学生旅客運賃割引証に関すること。 
 (16) 学寮の管理運営に関すること。 
 (17) 学生の入退寮に関すること。 
 (18) 寮生の指導監督に関すること。 
 (19) 独立行政法人日本スポーツ振興センターの事務に関すること。 
 (20) 所掌に係る情報公開に関すること。 
 (21) その他教務，学生指導及び寮務に関すること。 

（出典 「高知工業高等専門学校事務組織規則」） 
 
 
（資料２－２－③－８） 
「学生課の業務」 
 （学生課） 
第４条 学生課に専門員，教務係，学生係，寮務係及び実習係を置く。 
２ 専門員（学務担当）は，次の事務をつかさどる。 
 (１) 本校の教育改革に関する企画及び連絡調整に関すること。 
 (２) 学生の募集及び入学者の選抜に係る専門的事項に関すること。 
 (３) 学生の修学指導に係る専門的事項に関すること。 
 (４) 教育課程の編成及び実施に係る専門的事項に関すること。 
 (５) 学生の学籍に係る専門的事項に関すること。 
 (６) 専門的見地から課長を補佐すること。 
 (７) その他学務に係る事務のうち，重要な企画，調査及び連絡調整に関すること。 



高知工業高等専門学校 基準２ 

- 48 - 

３ 教務係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学生課の事務の総括及び連絡調整すること。 
 (２) 学生課に属する公印の管守に関すること。 
 (３) 学生の定員に関すること。 
 (４) 教育課程の編成及び授業に関すること。 
 (５) 入学者の選抜に関すること。 
 (６) 入学，転科，転校，休学，退学，転学及び卒業に関すること。 
 (７) 進級及び卒業の認定に関すること。 
 (８) 学業成績及び出欠席に関すること。 
 (９) 学生指導要録の記録，整理及び保管に関すること。 
 (10) 教科書及び教材に関すること。 
 (11) 学生の校外実習及び工場見学に関すること。 
 (12) 大学編入学に関すること。 
 (13) 学生証に関すること。 
 (14) 学生及び卒業生の諸証明（学生係所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (15) 外国人留学生に関すること。 
 (16) 研究生，聴講生及び科目等履修生に関すること。 
 (17) 学生便覧の編集に関すること。 
 (18) 学生課（学寮関係を除く。）の物品供用に関すること。 
 (19) 入試委員会，教務委員会等会議に関すること。 
 (20) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (21) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (22) その他学生課の他の係の所掌に属さないこと。 
４ 学生係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学生の課外活動に関すること。 
 (２) 学生の生活指導に関すること。 
 (３) 学生の団体，集会及びその他行事に関すること。 
 (４) 学生の保健管理に関すること。 
 (５) 学生相談に関すること。 
 (６) 入学料及び授業料の免除並びに徴収猶予，寄宿料の免除に関すること。 
 (７) 奨学金に関すること。 
 (８) 学生の表彰並びに懲戒に関すること。 
 (９) 学生の厚生施設の管理運営及び厚生事業に関すること。 
 (10) 学生の職業指導及び就職斡旋に関すること。 
 (11) 日本体育・学校健康センターの事務に関すること。 
 (12) 学生の通学証明及び旅客運賃割引証に関すること。 
 (13) 学生の諸証明（教務係所掌に属するものを除く。）に関すること。 
 (14) 進路指導委員会，学生生活委員会等会議に関すること。 
 (15) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (16) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
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 (17) その他学生指導に関すること。 
５ 寮務係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 学寮の管理に関すること。 
 (２) 学生の入寮及び退寮に関すること。 
 (３) 寮生の保健管理に関すること。 
 (４) 寮生の福利厚生に関すること。 
 (５) 学寮給食業務の監督に関すること。 
 (６) 寮生の諸経費の経理に関すること。 
 (７) 寮生の表彰並びに懲戒に関すること。 
 (８) 寮生の諸証明に関すること。 
 (９) 教員の学寮宿日直に関すること。 
 (10) 学寮の物品供用に関すること。 
 (11) 寮務委員会等会議に関すること。 
 (12) 所掌事務に係る調査，統計及び報告に関すること。 
 (13) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (14) その他寮務に関すること。 
６ 実習係においては，次の事務をつかさどる。 
 (１) 実習工場における学生の実習の準備に関すること。 
 (２) 学生の実習及び実技指導に関すること。 
 (３) 実習工場の機械器具等の整備並びに保守に関すること。 
 (４) 実習用諸材料の準備保管に関すること。 
 (５) 所掌事務に係る行政文書の管理及び情報公開に関すること。 
 (６) その他実習工場に関すること。 

（出典 「高知工業高等専門学校事務分掌細則」） 
 
 
（分析結果とその根拠理由） 本校において教育活動を円滑に実施するための支援体制は，上述の

通り，十全に整備されており，それぞれ十分に機能しているといってよい。教育活動を支援する組

織は，上記の「規則」に定められている通りに設置されており，その活動内容や実績は，資料で確

認されうるように，教育活動を支援するのに相応しいものと認められるからである。 
 
（１） 優れた点及び改善を要する点 
 
（優れた点） 産学技術交流推進室が全学的な組織として設置され，いわゆる学外機関との共同研

究を推進することにより，本校の教育・研究の進展を図るとともに，地域社会における科学・技術

教育の振興を促進することに努めている点は，優れた点のひとつとして挙げられる。本校は高等専

門学校として，学芸の教授と職業能力の育成を教育の目的として掲げているのだが，この目的のも

とで，「アドミッション・ポリシー」において示されているように，「地域や世界に活躍できる実践

的で研究能力を具えた技術者」の育成を目指しており，こうした目的ならびにポリシーに照らして，

上述の産学技術交流推進室の設置はとくに重要であると思われる。また，本校の情報化推進室は，
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平成6年度から先駆的にインターネット対外接続しその高速度化を進めてきている。平成14年に整
備されたキャンパス無線LANシステムにより学内どこからでもインターネット接続できる全国的
にも優れた教育研究環境を提供している。 

 
（改善を要する点） ネットワークについては，特に本科科目と専攻科科目を担当する教員間のよ

り密接な連携が望まれる。 
 
（２） 基準２の自己評価の概要 
 本校の教育に関わる基本的な組織として，学科は，機械工学科，電気工学科，物質工学科および

建設システム工学科の４学科より構成されており，また専攻科は，機械・電気工学専攻，物質工学

専攻および建設工学専攻の３専攻より構成されている。こうした基本的な教育組織の構成は，「高知

工業高等専門学校学則」第１章第１条に定める本校の目的「教育基本法の精神にのっとり，及び学

校教育基本法に基づき，深く専門の学芸を教授し，職業に必要な能力を育成すること」に照らして，

適切なものであるといってよい。なぜなら，各学科および各専攻においては，それぞれの専門的教

育が実施され，それぞれの分野における職業能力の育成が図られており，しかも本校は，従来の工

業化学科を物質工学科に，また土木工学科を建設システム工学科に改組するなどして，現代社会の

要請に応じる仕方で，教育組織を構成しているからである。 
 また本校には全学的な組織として，いわゆる産業界との共同研究等を推進することによって，本

校の教育・研究の進展を図り，地域社会における科学・技術教育の振興を促進すること等を目的と

する産学技術交流推進室，そして情報処理センター室等の管理運営を行い，本校の教育や研究に関

する情報化の推進等を目的とする情報化推進室，ならびに本校の教育理念および教育目標を達成す

るために必要な教育方法および教育技術の改善・向上を推進すること等を目的とする教育改善推進

室が設置されており，これらの組織はいずれもその性格上，上述の本校の目的に照らして，適切な

ものである。 
 本校においては教務委員会等，教育課程を企画調整し有効に展開するための組織が設置され，ま

た学級担任制，教室会議や学生課等，教育活動を支援する体制，組織も整えられており，教育活動

を展開する上で必要な運営体制が過不足なく適切に整備されているといってよい。そして，これら

の運営体制は，本校の掲げる目的のもとで十全に機能していると言える。 
 

 
 
 
 
 


